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b) 「周辺住民の生活環境」 

谷津 干 潟では、アオサが一 年の中で多くの期 間にわたって干潟 の広 い範

囲 を覆 っており、中でも居 住 区 や小 学 校 に近 い谷 津 バラ園 南 東 側 （芝 生 広

場東側）では、夏季 の高温期 に枯 死したアオサが北岸に集積・堆積 し、その

腐敗臭が周辺住民の生活環境を著しく悪化させています。 

周辺住民の生活環境を保全する上での課題は、バラ園南東側における④

「アオサの腐敗臭」となっています。 

また、悪臭発生は、周辺住民にとって深刻かつ切実な問題であるだけでな

く、谷津干潟を訪れた人々にとっても、谷津干潟の魅力を低下させてしまう可

能性があり、干潟の利用にとっても望ましくありません。 

 

（悪臭発生） 

■課題④「(バラ園南東側)アオサの腐敗臭」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ）アオサが大 量 に堆 積 すると、嫌 気 性 光 合 成 細 菌 （白 色 硫 黄 細 菌 ・紅 色 硫 黄 細 菌 ）により

アオサが分 解 され、強 い腐 敗 臭 が発 生 する。 

出 典 ：関 東 地 方 環 境 事 務 所  撮 影  
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(2)  課題の優先度 

保全上の課題は複数 ありますが、その内容や性質によって、早 急に対応すべ

き課題や、中長期的に取り組むべき課題などに分けることができます。 

事 業 の効 率 化 を図 るために、今 後 の変 化 状 況 や保 全 対 象 との関 係 性 をふま

えて課題の緊急度と対応の時間スケールを整理し、課題の優先度について検討

しました。 

 

a) 「シギ・チドリ類の採餌環境」 

（採餌場の減少） 

■課題①「(西側)地盤高低下(窪地化)」及び課題②「(西側)排水阻害(下げ潮時)」 

地 盤高 の低 下 については、現 状では流 路への貝 殻堆 積 に伴い流れが緩

やかになったことで、地形変化の進行の程度が小さくなったと考えられます。 

また、下げ潮時の排水阻害については、流路への貝殻等の堆積が続けば

今後も進行する可能性があります。 

一方で、長期的目標の基準年であるラムサール条約湿地登録以降でみる

と、シギ・チドリ類 は干 出 する面 積 ・時 間 の多 い東 側 を主 に利 用しており、西

側の利用は残された僅かな干潟に限られる状況です。 

このため、採餌場を増やすことは有効な対策の一つであり、課題の緊急度

は高いが、地形や流れを大きく変えることから中長期的な対応が必要と判断

しました。 

 

（餌の量・質の変化） 

■課題③「(全域)底生生物相の変化(ゴカイ類からゴカイ類・貝類へ)」 

生 物 生 息 の基 盤 となる地 形 ・水 位 条 件 が今 後 、急 激 に変 化 するとは考 え

にくい状況にあります。一方、ホソウミニナや外来性のホンビノスガイといったシ

ギ・チドリ類 の餌となりにくい種類 の貝 類が、主 に採餌 が行われている東側な

どの地盤の高い砂泥地で急増しており、今後も進行する懸念があります。 

このため、課題の緊急度は特に高いが、全域に亘る生物生息状況の変化

であることから中長期的な対応が必要と判断しました。 
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b) 「周辺住民の生活環境」 

（悪臭発生） 

■課題④「(バラ園南東側)アオサの腐敗臭」 

既に周辺住民の生活環境に著しい影響を及ぼしており、今後も拡大が懸

念 される深 刻 な状 況 です。他 の課 題 と比 べて課 題 の緊 急 度 は特 に高 く、範

囲をある程度絞れることから短期的な対応が可能と判断しました。 

 

課題の優先度 

保全

対象 
課題 

 今後の変化

状況 

保全対象との 

関係性 
 優先度 

a) 

シギ・

チドリ

類 の

採 餌

環境 

採

餌

場

の

減

少 

① 

(西側) 

地盤高低下 

(窪地化) 

 
進 行 の 程 度

は 小 さ く な っ

ている ラムサール条約湿

地登録以降でみる

と、東側の利用が

主となっている 

 

緊 急 度 は高

い が 、 中 長

期 的 な 対 応

が必要 

② 

(西側) 

排水阻害 

（下げ潮時） 

 流 路 へ の 貝

殻 堆 積 が 続

けば今 後 も進

行する可能性

がある 

餌

の

量 

・

質

の

変

化 

③ 

(全域) 

底 生 生 物 相

の変化 

(ゴカイ 類 から

ゴ カ イ 類 ・ 貝

類へ) 

 

全 域 で変 化 し

つ つ あ り 、 今

後 も進 行 する

懸念がある 

シギ・チドリ類 の 餌

となりにくい種 類 の

貝 類 が採 餌 が行 わ

れている 場 所 で急

増している 

 

緊 急 度 は高

い が 、 中 長

期 的 な 対 応

が必要 

b) 

周 辺

住 民

の 生

活 環

境 

悪

臭

発

生 

④ 

( バ ラ 園 南 東

側) 

アオサの腐 敗

臭 

 

継 続 的 に 発

生 し て お り 、

今 後 も拡 大 す

る懸念がある 

居 住 区 と隣 接 する

バラ園 南 東 側 が顕

著 で、生 活 環 境 が

著しく悪化 

 

緊 急 度 は特

に高く、短期

的 な 対 応 が

可能 
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(3)  対策メニューの抽出 

現地で取 得したデータに基 づいて、保 全上 の課題ごとに想定 される要因を検

討しました。 

なお、谷津 干潟 における現象間 のつながりと影響要 因と環 境応 答との関係 に

ついては、参考５にインパクトレスポンスフローとして整理しました。 

 

a) 「シギ・チドリ類の採餌環境」 

 

（採餌場の減少） 

■課題①「(西側)地盤高低下（窪地化）」について想定される要因 

1984 年と 1995 年の泥厚を比較すると、1984 年には全域で泥が堆積して

いたのに対 し、1995 年 には泥 厚 が減 少しており、埋 立て時 に堆 積 した泥が

徐々に流出したものと考えられます。特に、最大流速と泥厚がともに大きいカ

ルバート北側では、地盤高が大幅に低下しやすかったものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出 典 ：「平 成 ７年 度  谷 津 干 潟 環 境 調 査 報 告 書 、平 成 8 年 3 月 、環 境 庁 ・千 葉 県 ・習 志 野 市 」 

全 域 で泥 厚 が減 少 しており、埋 立 工 事 で堆 積 し

た泥 が徐 々に流 出 したものと考 えられる。 

【1984 年 】 【1995 年 】 

泥厚の変化(1984 年と 1995 年度) 
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（採餌場の減少） 

■課題②「(西側)排水阻害(下げ潮時)」について想定される要因 

西 側 の水 が流 入 出を繰り返 す通 水流 路 となっている、カルバート内 ～三 角 干

潟～高瀬川には貝殻等が堆積し、高瀬川では河床勾配はほぼ平坦となっていま

す。これらの通水流路への堆積が下げ潮時の排水阻害の要因と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 典 ：関 東 地 方 環 境 事 務 所  貝 殻 堆 積 調 査 結 果 (2011 年 10 月 ) 

高 瀬 川 の河 床 勾 配 はほぼ平 坦 で、表 層 には貝 殻 が堆 積  

【高 瀬 川 】 

高瀬川における堆積状況 
 

出 典 ：関 東 地 方 環 境 事 務 所  貝 殻 堆 積 調 査 結 果 (2011 年 9 月 ) 

三 角 干 潟 には、カキやホンビノスガイの貝 殻 が堆 積  

【三 角 干 潟 】 

三角干潟における貝殻堆積状況 
 

←干 潟  

東 京 湾 → 

カキ 

ホンビノスガイ 

カキ・ホンビノスガイ 

アサリ等  


